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【手続補正書】
【提出日】平成20年9月12日(2008.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　昇降可能に配置されて、シートが積載される積載手段と、
　前記積載手段に排出されるシートの排出方向と直交する幅方向の端面を所定の高さ位置
で規制する規制手段と、を備えたシート処理装置において、
　前記規制手段よりも前記積載手段に積載されたシートのシート積載面が低くなるような
高さ位置へ前記積載手段を下降して再上昇させる際には、少なくとも前記再上昇までに、
前記規制手段を、前記端面を規制する位置から積載されたシートの幅方向の外側へ退避さ
せる制御手段を備えたことを特徴とするシート処理装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記再上昇の後に、前記端面を規制する位置へ前記規制手段を移動さ
せることを特徴とする請求項１記載のシート処理装置。
【請求項３】
　前記積載手段上のシート積載面を検知する積載面検知手段を備え、
　前記制御手段は、前記積載面検知手段の出力に基づいて、前記積載手段を移動させて積
載過程における前記シート積載面高さをほぼ一定に維持するとともに、所定の指令に応答
して、前記シート積載面が前記規制手段よりも低くなる作業位置へ前記積載手段を下降さ
せることを特徴とする請求項１または２記載のシート処理装置。
【請求項４】
　前記積載手段を覆う筐体構造に開閉可能に取り付けられて、前記積載手段上のシートを
取り出し可能な扉手段を備え、
　前記制御手段は、前記扉手段が閉じられたことを検知して、前記積載面検知手段の出力
に基づく高さ位置まで自動的に前記積載手段を上昇させることを特徴とする請求項３記載
のシート処理装置。
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【請求項５】
　前記規制手段は、シートの側面を規制する位置から水平に退避した退避位置へ移動可能
で、
　前記制御手段は、前記規制手段が前記退避位置にあることを条件として、前記作業位置
から前記積載面検知手段の出力に基づく高さ位置までの上昇を許可することを特徴とする
請求項３または４記載のシート処理装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記積載手段が前記作業位置へ下降した後に、前記規制手段を前記退
避位置へ移動させることを特徴とする請求項５記載のシート処理装置。
【請求項７】
　前記積載手段上のシートの有無を検知するシート検知手段を有し、
　前記制御手段は、前記シート検知手段の出力に基づいてシートが無いと判断した場合に
は、前記規制手段を前記退避位置へ移動しないことを特徴とする請求項６記載のシート処
理装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記作業位置へ向かう前記積載手段の下降開始に先立って、前記規制
手段を前記退避位置へ移動させることを特徴とする請求項５記載のシート処理装置。
【請求項９】
　前記積載手段上のシートの有無を検知するシート検知手段を有し、
　前記制御手段は、前記シート検知手段の出力に基づいてシートが無いと判断した場合に
は、前記規制手段を前記退避位置へ移動しないことを特徴とする請求項８記載のシート処
理装置。
【請求項１０】
　昇降可能に配置されて、シートが積載される積載手段と、
　シート排出高さに対向間隔を調整可能に配置されて前記積載手段に排出されるシートの
排出方向と直交する幅方向の側面を規制する規制手段と、
　前記積載手段上のシート積載面を検知する積載面検知手段と、
　前記積載手段上のシートの有無を検知するシート検知手段と、
　前記対向間隔を設定して積載開始し、前記積載面検知手段の出力に基づいて前記積載手
段を移動させることにより、積載過程における前記シート積載面高さをほぼ一定に維持す
る制御手段と、を備えたシート処理装置において、
　前記制御手段は、前記規制手段よりも前記積載手段に積載されたシートのシート積載面
が低くなるような高さ位置へ前記積載手段を下降した後に、前記積載手段を再上昇させる
とき、前記シート検知手段によってシートが検知されていれば前記対向間隔を拡大した後
に再上昇を開始させ、前記シート検知手段によってシートが検知されていなければ前記対
向間隔を維持して再上昇を開始させることを特徴とするシート処理装置。
【請求項１１】
　昇降可能に配置されてシートが積載される積載手段と、
　シート排出高さに対向配置されて前記積載手段に排出されるシートを排出方向と直交す
る幅方向に規制する規制手段と、を備え、
　前記積載手段に積載されたシートの最上面よりも低い位置に前記規制手段の下端を位置
させた状態で、前記最上面上にシートを積載させるシート処理装置において、
　前記規制手段を積載されたシートの幅方向の外側へ退避させた状態で、シートが積載さ
れた前記積載手段の上昇を待ち受け、前記積載手段の上昇停止後に、少なくとも１回、前
記規制手段を前記幅方向の内側へ移動させて、前記積載手段に積載されたシートを規制さ
せる制御手段を備えたことを特徴とするシート処理装置。
【請求項１２】
　シートに画像を形成する画像形成手段と、
　前記画像形成手段から排出されたシートを積載する処理手段と、を備えた画像形成装置
において、
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　前記処理手段を請求項１乃至１１のいずれか１項記載のシート処理装置としたことを特
徴とする画像形成装置。
【請求項１３】
　シートに画像を形成する画像形成手段と、
　下降を伴ってシートが積載される積載手段と、
　前記画像形成手段によって画像形成されたシートを前記積載手段に排出する排出手段と
、
　前記積載手段に排出されるシートの排出方向と直交する幅方向の端面を所定の高さ位置
で規制する規制手段と、を備えた画像形成装置において、
　前記画像形成手段を制御するとともに、前記規制手段よりも前記積載手段に積載された
シートのシート積載面が低くなるような高さ位置へ前記積載手段を下降する際には、少な
くとも前記積載手段の再上昇までに、前記規制手段を、前記端面を規制する位置から退避
させる制御手段を備えたことを特徴とする画像形成装置。
【請求項１４】
　シートに画像を形成する画像形成手段と、
　下降を伴ってシートが積載される積載手段と、
　シート排出高さに対向配置されて前記積載手段に排出されるシートを排出方向と直交す
る幅方向に規制する規制手段と、
　前記画像形成手段を制御するとともに、前記積載手段の高さを制御して、前記積載手段
に積載されたシートの最上面よりも低い位置に前記規制手段の下端を位置させた状態で、
前記最上面上にシートを積載させる制御手段と、を備えた画像形成装置において、
　前記制御手段は、前記規制手段を前記幅方向に退避させた状態でシートが積載された前
記積載手段の上昇を待ち受け、前記積載手段の上昇停止後に、少なくとも１回、前記規制
手段を前記幅方向の内側へ移動させて、前記積載手段に積載されたシートを規制させるこ
とを特徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　特許文献１には、画像形成装置の下流に接続されて、積載トレイを下降させながら大量
のシートを連続積載するシート処理装置が示される。そして、さらに下流の別のシート処
理装置へシートを振り分け供給する振り分け機構と、排出されるシートの排出方向と直交
する幅方向の端面を規制しつつ複数枚を積み重ねる規制積載機構とが示される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明のシート処理装置は、昇降可能に配置されて、シートが積載される積載手段と、
前記積載手段に排出されるシートの排出方向と直交する幅方向の端面を所定の高さ位置で
規制する規制手段と、を備えたシート処理装置において、前記規制手段よりも前記積載手
段に積載されたシートのシート積載面が低くなるような高さ位置へ前記積載手段を下降し
て再上昇させる際には、少なくとも前記再上昇までに、前記規制手段を、前記端面を規制
する位置から積載されたシートの幅方向の外側へ退避させる制御手段を備えたものである
。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明のシート処理装置では、多少積載状態が乱れた積載済みシートでも接触しない位
置へ規制手段を退避した状態で積載手段を上昇させるので、積載手段上の積載済みシート
への接触や衝突を伴うことなく、安全確実に積載手段を再上昇できる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　スタッカシート上面検知センサ（積載面検知手段）２０６は、シート積載面、すなわち
未積載時はスタックトレイ３０１、積載開始後は最上位シート面に赤外光を射出して反射
光を検知することによりシート積載面までの距離に応じた出力を発生する。スタッカシー
ト上面検知センサ２０６は、スタックトレイ３０１にシートＳを順次積載する際に、スタ
ックトレイ３０１をスタックトレイ駆動モータＭ１によって、シート受け取り位置に保つ
為に用いられる。スタッカシート上面検知センサ２０６は、超音波測距センサやレーザー
測距センサに置き換えてもよい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　シート有無検知センサ（シート検知手段）２０８は、スタックトレイ３０１上のシート
Ｓによって押し下げられるアームの回動状態を光センサで検知するスイッチセンサである
。シート有無検知センサ２０８は、スタックトレイ３０１上のシートＳの有無に応じて出
力を変化させるので、スタックトレイ３０１上にシートが積載されているか否かを判断す
る為に用いられる。
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